
保育者論
Requirements for Nursery Teacher330312050 山﨑典子 専門 2 必修 1後期

科目の概要
今、保育の質が問われている。どんな活動も子どもが主体的に活動できる保育が望まれ始めている。それを援助する保育者として保育の仕事に必要
な知識、技法、仕事への倫理観を理解する。加えて自分の個性を大事にした上での保育者としての共通の知識、技法を自分なりに身につけていく。
また保護者や家庭と連携して一緒に歩む仕事として認識し学ぶ。
保育園長10年の経験をもとに伝えられた、求められる保育者の資質について知ることができ、保育現場でのさまざまな事例を知る事により、DP3の
実現を目指し、今後の学修が意欲的に取り組め、求められる人材となるための専門性について理解する。

学修内容 到達目標

① 保育者の仕事や役割について理解する。
② 必要な知識、技法、倫理観について理解する。
③ 保護者や地域における園の役割を理解する。
④ 保育者の専門性について考察する。
⑤ 子どもたちの工夫が導き出される保育内容を創造し、
実施する。

① 保育者の仕事や役割について説明することができる。
② 知識、技法、倫理観について考察し、実践しようとす
る。
③ 保護者支援や地域との関わりを説明することができ
る。
④ 専門性の中から特に絵本から広がる保育内容の実践に
ついて考察することができる。
⑤ 自分なりに目標を持ち、内容、方法を創造し計画する
ことができる。

学生に発揮させる社会人基
礎力の能力要素

学生に求める社会人基礎力の能力要素の具体的行動事例

前に踏
み出す
力

主体性 進んで課題に取り組み、自己学修をすることができる。

働きかけ力

実行力 保育に関する用語などを調べてみようとすることができる。

考え抜
く力

課題発見力 分析に必要な文献や情報を自ら収拾して、保育の専門性について考えることができる。

計画力

創造力

チーム
で働く
力

発信力

傾聴力

柔軟性

情況把握力

規律性

ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

自分の選んだ絵本やグループ内で選択した絵本から、どのように保育の実践に生かしてい
くのかを発表することができる。

グループワークで人の意見を丁寧に聞き、また自分の意見をわかりやすく説明できる。

無断欠席、遅刻、居眠り、私語は慎む。生活ルールを守り、積極的に参加する事ができ
る。

テキスト及び参考文献

テキスト　　新しい保育講座　『保育者論』　汐見稔幸・大豆生田啓友 編著　ミネルバ書房
参考文献　 『保育所保育指針解説書』
適宜プリント配布
【津田塾大学　ライティングセンタ】レポートの書き方https://twc.tsuda.ac.jp/news/202007/20200708000000455.html

他科目との関連、資格との関連

他科目との関連：「保育者論」は保育内容総論、保育原理、保育内容５領域を学ぶ上で必要な保育者の心持ちを学ぶ教
科である。
資格との関連：保育士

学修上の助言 受講生とのルール

・ 保育に関する本などを読み、授業に必要な資料を調べ
たりすると良い。
・ 配布された資料や講義ノートは整理し、まとめておく
と良い。

・ 保育者は子どもの育ちに大きく関わる存在であることを認識し、自分自身の生
活を見つめ意欲的に授業に出席する。
・ 授業中の私語は慎み、無断欠席、遅刻をしないように心がける。
・予習・復習を通して自分の調べたことや考えたことを講義ノートにまとめる。
・携帯電話は必要なとき以外は鞄の中にしまう事。
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実務経験のある教
員による授業科目



【到達目標の基準】

【評価方法】

到達レベルS(秀)及びA(優)の基準 到達レベルB(良)及びC(可)の基準

到達目標の①から⑤において、おおかた達成できている。
テキスト以外の文献からも課題について主体的に取り組む
ことが出来る。
グループ討議の際、人の意見をよく聞き、自分の意見を述
べることが出来る、さらにそれをわかりやすくまとめるこ
とが出来る。
レポート作成において倫理的な文章で論じ、保育者の仕事
と役割について説明することが出来る。
また保育者の職務、倫理観の必要性を説明することが出来
る。そして自身の保育者像・保育観を説明することが出来
る。
上記以上に特に優れている場合はS（秀）評価とする。

達成目標の①から⑤において７割程度は達成できいる。
グループ討議の際、人の意見をよく聞き、自分の意見を述
べることが出来る、
保育者の職務、倫理観の必要性を説明することが出来る。
自身の保育者像・保育観を説明することが出来る。

評価方法 評価の
割合

到達目標 各評価方法、評価にあたって重視する観点、評価についてのコメント評価
対象

学
期
末
試
験

平
常
評
価

学
修
成
果

学
修
行
動

総合評価
割合

100

①

0

②

③

④

⑤

筆記（レポー
ト含む）・実
技・口頭試験

① ✓

30

・保育者として必要な文言を再確認する
・保育原理で学んだ事の確認
・保育者として保育の質の向上のために必要な専門性について考え
まとめることができる。
・遊びの継続を通して学ぶことのできる環境についての意見をまと
める

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

小テスト

① ✓

40

・課題に上がった項目について、自分の考えをまとめることができ
る。
・教科書その他の資料など様々な角度から問題に取り組み、レポー
トをすることができる。
・保育者としての仕事の内容、役割を理解出来ているか。
・自己の保育者像、保育観が構築出来ているか。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

レポート

①

20

・保育者としての仕事の内容、役割を理解出来ているか。
・自己の保育者像、保育観が構築出来ているか。
・保育者として必要な専門性について理解でき、自己の保育者像を
明確にし、保育者として 必要なことを論ずる。
・グループ内でまとめた意見を共有して、わかり易く伝えるこ　と
ができる。
・その内容について丁寧にまとめることができる。

②

③

④ ✓

⑤ ✓

成果発表（プ
レゼンテー

ション・作品
制作等）

① ✓

10

主体性：課題に取り組み、自己学修をすることができたか評価する。
実行力：必要な用語を調べたり、文献を読んだりすることが出来る。
課題発見力：保育の専門性について考えることが出来たか評価する。
傾聴力：グループ活動の中、人の意見をよく聞き、自分の意見を述べ
ることができたか評価する。
規律性：授業が円滑に進行するようにルールを守ることができたか評
価する。

② ✓

③ ✓

④ ✓

⑤ ✓

社会人基礎力
（学修態度）



達成目標の①から⑤において７割程度は達成できいる。
グループ討議の際、人の意見をよく聞き、自分の意見を述
べることが出来る、
保育者の職務、倫理観の必要性を説明することが出来る。
自身の保育者像・保育観を説明することが出来る。

週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

1

オリエンテーション
子どもの様子の動画を
見て発達の違いを知る

講義 講義の内容、進め方に
ついて理解できる。

予習
教科書のはじめにを読
み授業に臨む
復習
動画を見て考えた事を
プリントにまとめる。

180

主体性
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

2

第1章
「保育者になる」とい
うこと
なりたいと思った理由
を今一度考え、幼稚園
教諭、保育士の違いを
考える。

講義
グループワーク

「育みたい資質・能
力」について考える。

予習
グループ討議の内容を
まとめる。
復習
講義の内容をプリント
にまとめる。

180

主体性
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

3

第1章
「保育者になる」とい
うこと
倉橋惣三著の『育ての
心』を読み、保育者理
解を考える。
現職保育者のエピソー
ド記述を通じてこども
の内面の考察をする。

講義 保育者のエピソード記
述から子どもの内面の
考察をすることができ
る。

予習
倉橋惣三について調
べ、講義ノートやプリ
ントにまとめる。
復習
自分の好きな一編を読
み解き感じた事をまと
める。課題提出はクラ
スルームへ提出する。

180

主体性
実行力
課題発
見力
傾聴力
規律性

4

第２章
保育者の1日
保育者の1日の仕事を
理解する。

講義
グループワーク

保育者の１日の流れを
知り、仕事内容を理解
することが出来る。

予習
教科書の第2章P２３〜
P３４を読み授業に臨
む
復習
講義内容についてプリ
ントにまとめる。

180

主体性
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

5

第2章
保育者の1日
保育者の仕事の理解と
役割について学修す
る。

講義
小テスト

１日の流れ、１年の流
れについて理解をする
ことが出来る。
保育者の仕事の理解と
役割について理解する
ことが出来る。

予習
教科書の第2章P３４〜
P４７を読み授業に臨
む。
復習
小テストの間違えた内
容を再度確認する。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

6

第３章
子どもの思いや育ちを
理解する仕事
エピソード記述から学
び取る。子ども理解に
ついて考える。

講義
グループワーク
小テストのフィード
バック

子ども理解をエピソー
ドから読み取り、自分
なりの考察をし、意見
を聞いたり、発表した
りする。

予習
教科書の第3章を読み
授業に臨む。
復習
エピソードの振り返り
をする。

180

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

7

第４章
子どもと一緒に心と体
を動かす仕事
幼稚園の場合と保育所
の場合を比較しながら
考える。

講義
ペアーワーク

幼稚園と保育園の違い
に気付きながら、保育
者の職務について学
ぶ。
DVDの感想をプリント
にまとめる

予習
教科書の第4章を読み
授業に臨む。
復習
教師の役割について要
約してプリントに説明
する。

180

主体性
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

8

第５章
豊かな文化や自然との
出会いをつなぐ仕事
絵本を通して広がる世
界について考える。

講義
グループワーク

絵本の選び方や読み方
を知り、好きな絵本を
探しグループ内で読み
合うことが出来る。

予習
自分の一冊を選んで授
業に臨む。
復習
グループ内の絵本につ
いてまとめる。

180

主体性
課題発
見力
創造力
発信力
傾聴力
規律性



週 学修内容 授業の実施方法 到達レベルC(可)の基準 予習・復習 能力名
時間
(分)

9

第５章
豊かな文化や自然との
出会いをつなぐ仕事
「豊かな生活」を作り
出す保育者の在り方に
ついて学修する。

講義
グループワーク
グループ発表

「豊かな生活」を作り
出す4つの視点につい
て理解することが出来
る。

予習
グループ内の絵本から「豊
かな表現」について各グ
ループで発表できるよう準
備をする。
復習
それぞれのグループ内の意
見をまとめ、感じたことを
クラスルームに提出する。

180

主体性
課題発
見力
創造力
傾聴力
規律性

10

第6章
保護者や家庭と一緒に
歩む仕事
なぜ保護者支援が必要
なのか学修する。

講義
グループワーク
発表のフィードバック

グループで話し合い
シュミレーションした
りする。

予習
教科書の第6章を読み
授業に臨む
復習
発達や行動が気になる
子どもについて調べレ
ポートの準備も同時に
進めていくみる。

180

主体性
課題発
見力
傾聴力
規律性

11

第7章
学び合う保育者
保育者の専門性と省察

講義
グループワーク
　自己決定について考
える

保育者の研修の必要性
を理解することが出来
る。

予習
教科書の第７章を読み
授業に臨む。
復習
授業の振り返りをしプ
リントにまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
傾聴力
規律性

12

第7章
学び合う保育者
「語り合い」・「学び
合う」ために必要なこ
とを学修する。

講義
グループワーク
プリントのフィード
バック

保育現場の職員間で話
合い子どもを共に見る
「まなざし」の必要性
を理解出来る。
グループで話し合った
ことをまとめて発表出
来る。

予習
人権保育について調べ
る。
復習
グループでまとめた事
をプリントに記入す
る。

180

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

13

第８章
保育の専門性って何だ
ろう
保育者の専門性につい
て学修する。再度、第
5章P105〜P122の振り
返りをする。

講義
ペアーワーク

再度絵本の選び方につ
いて考える。
多様性や統合保育に参
考となる絵本や文献を
探る。

予習
人権や多様性を子ども
たちと考えられる絵本
を探してみる。
復習
プリントに自分の考え
をまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

14

第8章
保育者の専門性
自己の保育者像の発
表、他者保育者像を知
る。

講義
グループワーク

日本の保育者の歩み
や、世の中で定評のあ
る保育思想や手法につ
いて積極的に学ぶこと
が出来る。

予習
教科書の第8章を読み授業
に臨む。
復習
グループ討議を通して考え
た事をまとめてレポートの
下書きの作成をする。【津
田塾大学　ライティングセ
ンタ】レポートの書き方を
参考にする。

180

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性

能力名：主体性 働きかけ力 実行力 課題発見力 計画力 創造力 発信力 傾聴力 柔軟性 情況把握力 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

15

まとめ
今までの講義の振り返
りをしてこれから保育
者となっていくのに必
要なことを考える。

講義
自分の考えを、レポー
トにまとめる。

いま求められる保育士
の専門性ついて考え
る。

予習
【論文形式】にまとめ
られるよう準備をす
る。
様々な自治体、子育て
支援機関や文献などか
ら調べ自分の考え、今
後の課題をまとめる。

180

主体性
実行力
課題発
見力
発信力
傾聴力
規律性


